
12

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
調
査
の
結
果
は
、
産

業
政
策
や
中
小
企
業
政
策
な
ど
、

国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策

の
基
礎
資
料
と
な
る
ほ
か
、
経
済

白
書
や
中
小
企
業
白
書
な
ど
の
経

済
分
析
と
各
種
経
済
指
標
に
利
用

さ
れ
ま
す
。

　
12
月
中
旬
よ
り
、
統
計
調
査
員

が
対
象
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
本
庁
舎
企
画
政
策
課　
内
２
３

２
７

⃝
日
時
　
12
月
13
日
㈭
／
午
後
１

時
30
分
～
４
時

⃝
会
場
　
市
立
図
書
館
中
会
議
室

（
道
場
小
路
）

⃝
対
象
　
県
南
地
域
に
お
い
て
被

災
者
支
援
を
行
っ
て
い
る
医
療
・

保
健
・
福
祉
関
係
者
の
方

⃝
内
容
　
▽
講
演
「
被
災
者
支
援

必
要
な
ス
キ
ル
」　

▽
講
師　
筑

波
大
学
名
誉
教
授　
宗む

な
か
た像
恒つ

ね
つ
ぐ次
氏

▽
交
流
会

問
ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
県

南
方
部
セ
ン
タ
ー
☎
㉗
３
６
２
５
／

本
庁
舎
地
域
支
援
課　

内
２
２
５
８

⃝
応
募
期
限
　
１
月
17
日
㈭
ま
で

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

し
ら
か
わ
音
楽
の
祭
典
事
務
局

（
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
）
内
２
３
８
４　

　
⃝
日
時
　
１
月
14
日
㈷
～
２
月
４

日
㈪
（
毎
週
月
曜
日
）
／
午
後
１

時
30
分
～
４
時

⃝
会
場
　
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

⃝
対
象
　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
で
き
る
方

⃝
講
師
　
会
津
大
学
短
期
大
学
部

講
師　
木き

む
ら村
淳じ

ゅ
ん
や也
氏　

⃝
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

⃝
受
講
料
　
無
料

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒
１
１
５
９

　
経
済
産
業
省
で
は
、
12
月
か
ら

１
月
に
か
け
て
「
工
業
統
計
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
12
月
31
日
現
在

の
国
内
に
お
け
る
工
業
の
実
態
を

《
夜
間
初
級
講
座
》

⃝
日
時
　
２
月
８
日
㈮
～
３
月
25

日
㈪
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

／
午
後
６
時
～
８
時
30
分

⃝
会
場
　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
受
講
料
　
１
万
円

⃝
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

⃝
申
込
開
始
　
１
月
７
日
㈪
か
ら

⃝
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後

５
時　
※
平
日
の
み

⃝
申
込
方
法
　
受
講
料
を
持
参
し
、

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
書
を
配

付
し
ま
す
。
こ
の
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
と
、
農
業
委
員
の
選

挙
な
ど
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
録
は
、
平
成
25
年
１

月
１
日
現
在
で
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
で
調
製
し
、
確
定
し
ま
す
。

⃝
該
当
者
　
①
市
内
に
住
所
を
有

す
る
20
歳
以
上
の
方　

②
10
ア
ー
ル
以
上
耕
作
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
同
居
し
て
い
る
家
族

の
方
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に

従
事
し
て
い
る
方

⃝
提
出
期
限
　
１
月
10
日
㈭
ま
で

問
農
業
委
員
会
事
務
局　
内
２
２

４
１

21 20

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎㉜2111
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎㊻2111
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎㉞2111

くらしの
情 報 館募

集

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
５
１
２

　
自
分
の
思
い
や
考
え
を
作
文
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
応
募
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い

方
で
、
市
外
の
学
校
に
通
っ
て
い

る
小
・
中
学
生
（
市
内
の
小
・
中

学
校
在
籍
者
は
学
校
を
通
し
て
募

集
し
ま
す
）

⃝
応
募
期
限
　
１
月
16
日
㈬
ま
で

※
募
集
要
項
は
市
立
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
デ
ス
ク
に
あ
り
ま
す
。

⃝
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
立

図
書
館
☎
㉓
３
２
５
０

　
東
日
本
大
震
災
を
風
化
さ
せ
な

い
よ
う
、
ま
た
音
楽
の
力
で
ま
ち

に
活
力
を
与
え
る
た
め
、
し
ら
か

わ
音
楽
の
祭
典
事
業
「
し
ら
か
わ

震
災
復
興
音
楽
祭
」
を
３
月
11
日

㈪
に
市
民
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
音
楽
祭
に
参
加
す
る
個
人

・
団
体
演
奏
家
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

⃝
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方　
※
営
利
を
目
的
と
す
る

方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

案
内

「
し
ら
か
わ
震
災
復
興

音
楽
祭
」
～
希
望
～

パ
ソ
コ
ン
教
室

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

中
山
義
秀
記
念
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

【運動スローガン】
　「ゆうやけが　きれないうちに　ライトオン」
《運動の基本》
　「高齢者の交通事故防止」
《運動の重点》
　①夕暮れ時と夜間の交通事故防止
　②飲酒運転の根絶
　③すべての座席のシートベルトとチャイ
　　ルドシートの正しい着用の徹底
   問本庁舎生活環境課　内2162

年末年始の交通事故防止
県民総ぐるみ運動 農

業
委
員
選
挙
人
名
簿
へ

の
登
載
申
請
書
の
提
出

支
援
者
の
た
め
の
講
演

会
・
交
流
会

工
業
統
計
調
査

《投票所》　
　投票所は、郵送される投票所入場券に記載されています。
なお、今までの投票所と異なることもありますので必ずご
確認ください。
《投票所入場券》　
　投票日または期日前投票には、投票所入場券を持参して
ください（入場券をなくしたり、忘れても投票はできます）。
《投票できる方》　
　平成４年12月17日までに生まれた方で、平成24年9月３
日以前（転入届出をした方も含む）から本市に住所を有し、
引き続き本市に住んでいる方
《期日前投票》
　投票日に仕事や旅行などで投票できない方は、期日前投
票ができます。手続きは、宣誓書に事由、氏名、住所など
を記載します。印鑑は必要ありません。なお、期日前投票
日に満20歳にならない方は、不在者投票所（本庁舎５階、
表郷庁舎、大信農村環境改善センター、東庁舎）での投票
となります。
⃝期　  間  12月５日㈬～15日㈯　
　　　　　 ※最高裁判所裁判官国民審査は12月９日㈰から
⃝場所・時間　▷市役所本庁舎（１階）　午前８時30分～午後８時
　　　　　 ▷市役所表郷庁舎　午前８時30分～午後７時
　　　　　▷大信農村環境改善センター　午前８時30分～
　　　　　　午後７時   
　　　　　 ▷市役所東庁舎　午前８時30分～午後７時
　　　　　 ※いずれの期日前投票所でも投票できます。
《滞在地や避難先での不在者投票》
　仕事や旅行または東日本大震災の影響による避難などで、
市外に滞在、避難されている方は、滞在地や避難先の市区
町村選挙管理委員会で不在者投票ができます。「不在者投票
請求書・宣誓書」に必要事項を記入し、本市選挙管理委員
会へ郵送してください。投票用紙の送付も郵送で行います

ので、予定のある方は、早めに手続きをしてください。なお、
「不在者投票請求書・宣誓書」は市ホームページからダウ
ンロードもできます。
《指定病院などでの不在者投票》
　県選挙管理委員会が指定する病院などに入院、入所して
いる方は、その施設で不在者投票ができます。市内の指定
病院などは、白河厚生総合病院、白河病院、田口病院、小
峰苑、しらかわの里、ひもろぎの園、聖・虹の郷です。
《郵便等による不在者投票》
　身体障害者手帳や介護保険被保険者証（要介護５）の交
付を受けている方で、公職選挙法の要件に該当する場合、
自宅で郵便等による不在者投票ができます。投票を行うた
めには、「郵便等投票証明書」の交付を受けてください。
《県内他市町村から本市へ避難されている方へ》
　本市で衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査の
不在者投票をすることができますので、住民票のある市町
村もしくは本市選挙管理委員会までお問い合わせください。
※不在者投票で投票用紙の交付を受けた後、投票日または
　期日前投票所で投票する場合は、投票用紙を選挙管理委
　員会へ返却しなければなりませんので、ご注意ください。
《開票》
　中央体育館で、12月16日㈰午後８時から開始します。
　※市ホームページで、開票状況をお知らせします。
《選挙公報》
　選挙公報-を12月14日㈮までに、各世帯に配布します。
選挙公報が届かない場合は、選挙管理委員会までご連絡く
ださい。なお、福島県のホームページでもご覧いただけます。
《転送サービス》
　避難している方の住居に各種郵便物が届くよう、郵便局
では、転送サービスを行っています。すでに利用している
方の転送期間は１年となりますので、転送期間を再度確認
して、転居の届け出をしてください。
　問選挙管理委員会事務局　内2510

12月10日㈪～１月７日㈪

衆議院議員総選挙のお知らせ

広報白河　2012.12.1（H24） 広報白河　2012.12.1（H24）

《投 票 日》　12月16日㈰　《投票時間》　午前７時～午後６時
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（
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
申
告

時
に
手
帳
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ

り
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
）

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
に
障
害
者
控

除
対
象
者
の
認
定
を
受
け
た
方
で
、

状
態
に
変
化
が
な
い
場
合
は
、
認

定
書
を
引
き
続
き
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
の
方
で
、
平
成
24

年
分
の
所
得
申
告
に
使
用
す
る
場

合
は
、
平
成
24
年
12
月
31
日
の
現

況
を
も
と
に
判
定
し
ま
す
の
で
、

認
定
書
の
交
付
は
１
月
以
降
と
な

り
ま
す
。

《
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
》

　
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
介
護
保

険
要
介
護
認
定
者
で
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
方
は
、
医
師

が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」
の
代
わ
り
に
、
市
が
発
行

す
る
「
認
定
書
」
で
医
療
費
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
介
護

保
険
被
保
険
者
証
を
持
参
の
う
え
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
事
務
手
続
き
上
、
当
日

交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　
内
２
７

２
５
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表

郷
☎
㉜
２
１
１
４　
大
信
☎
㊻
２

１
１
４　
東
㉞
２
１
１
６

⃝
日
時
　
12
月
26
日
㈬
／
午
後
６

時
30
分
か
ら

⃝
会
場
　
本
庁
舎
正
庁
（
５
階
）

《
公
聴
会
に
係
る
都
市
計
画
案
の

縦
覧
》　

⃝
日
時
　
12
月
３
日
㈪
～
17
日
㈪

／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

⃝
会
場
　
本
庁
舎
都
市
計
画
課

（
２
階
）

⃝
公
述
の
申
し
出
　
計
画
案
に
ご

意
見
の
あ
る
方
は
、
公
述
人
と
し

て
12
月
17
日
㈪
ま
で
に
、
①
住
所

・
氏
名　
②
意
見
を
述
べ
よ
う
と

す
る
理
由　
③
意
見
の
要
旨
を
記

載
し
た
書
面
に
よ
り
、
公
述
の
申

し
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⃝
公
述
人
の
資
格
　
県
南
都
市
計

画
区
域
内
の
住
民
に
限
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
都
市
計
画
課　
内
２
２

８
２

　
市
で
は
、
耐
震
診
断
を
行
う
建

築
士
を
派
遣
す
る
「
木
造
住
宅
耐

震
診
断
者
派
遣
事
業
」
を
実
施
し
、

耐
震
化
対
策
を
支
援
し
ま
す
。

⃝
募
集
戸
数
　
５
戸　
※
先
着
順

⃝
募
集
期
間
　
12
月
10
日
㈪
～
21

日
㈮

23 22

案
内

⃝
対
象
住
宅
　
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
、
市
内
に
建
て
ら
れ
て

い
る
木
造
住
宅

①
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
専
用

住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
戸
建
て
住
宅

③
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
的
工
法
、

枠
組
壁
工
法
等
に
よ
り
建
築
さ
れ

た
木
造
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

④
過
去
に
こ
の
事
業
に
よ
る
耐
震

診
断
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

⃝
個
人
負
担
額
　
６
、
０
０
０
円

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
建
築
住
宅
課　
内
２
２
６

５《
障
害
者
控
除
》

　
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
要
介
護

認
定
者
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
方
に
つ
い
て
は
、「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
申
告
の
際

に
障
害
者
ま
た
は
特
別
障
害
者
の

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

⃝
主
な
要
件
　
①
65
歳
以
上
の
介

護
保
険
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方　
②
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
を
有
し
て
い
な
い
方

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『
人
生
の
余
熱
』

市
長
の

手
控
え
帖

る
人
だ
。
仕
上
げ
と
思
わ
れ
て
い
た
都
知
事
を

投
げ
出
し
、
齢よ

わ
い

80
に
し
て
国
政
に
戻
る
と
い
う
。

政
界
が
大
き
く
動
く
状
況
を
と
ら
え
、
第
３
の
勢

力
を
糾き

ゅ
う
ご
う合
し
主
導
権
を
握
る
。
そ
こ
に
あ
る
の

は
、
思
い
定
め
て
い
た
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
へ
の
見

果
て
ぬ
夢
か
。
若
く
し
て
芥
川
賞
に
輝
き
時
代

の
寵ち

ょ
う
じ児
に
な
る
。
垢
抜
け
た
湘
南
ボ
ー
イ
と
刺

激
的
な
言
葉
。
並
は
ず
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
文

学
に
お
さ
ま
ら
ず
政
治
の
道
へ
と
転
じ
た
。
裕

次
郎
と
い
う
最
強
の
支
持
者
を
弟
に
持
つ
。
内

に
は
、
我
こ
そ
は
と
い
う
強
烈
な
エ
リ
ー
ト
意
識

と
、
戦
後
政
治
の
本
流
に
対
す
る
疑
問
が
渦
巻
い

て
い
た
。

   

し
か
し
、
現
実
に
は
田
中
角
栄
と
こ
れ
に
連
な

る
勢
力
の
前
に
、
傍わ

き
や
く役
に
甘
ん
じ
て
き
た
。
憲
法

・
国
防
・
伝
統
と
い
っ
た
大
き
い
政
治
を
掲
げ

る
石
原
は
、
成
長
・
分
配
・
補
助
金
と
い
う
生
活

に
密
着
し
た
田
中
的
政
治
と
は
遠
い
。
ま
た
、
彼

に
は
、
宰
相
の
器
も
気
概
も
な
く
、
こ
れ
を
目
標

と
し
て
こ
な
か
っ
た
者
が
、
政
治
力
学
で
総
理
に

就
く
の
が
我
慢
で
き
な
い
。
国
会
に
三み

く
だ
り
は
ん

行
半
を

つ
き
つ
け
た
。
し
か
し
ヤ
ケ
に
な
っ
た
訳
で
は

な
い
。
も
う
一
度
飛
び
立
つ
た
め
の
場
所
を
捜

し
た
の
だ
と
思
う
。
並
の
大
臣
な
ど
遥
か
に
及

ば
な
い
影
響
力
を
持
つ
都
知
事
の
座
で
存
在
感

を
示
し
、
じ
っ
と
政
治
の
流
れ
を
見
て
い
た
。
そ

し
て
今
が
好
機
と
判
断
。

  

石
原
の
考
え
に
違
和
感
を
覚
え
る
と
こ
ろ
は
あ

る
。
危
険
な
臭
い
も
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
心
意

気
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
年
を
重
ね
た
ら
、
余
計
な

こ
と
は
言
わ
な
い
、
丸
く
な
る
の
が
「
賢
い
」
身

の
処
し
方
と
さ
れ
る
。
よ
く
、
若
い
人
の
サ
ポ
ー

ト
に
徹
す
る
と
い
う
。
と
き
に
こ
れ
は
、
若
い
世

代
に
難
事
を
押
し
つ
け
る
逃
げ
口
上
に
も
聞
え

る
。
乱
暴
で
押
し
つ
け
る
よ
う
な
言
動
に
は
眉

を
ひ
そ
め
る
が
、
本
質
的
な
と
こ
ろ
で
石
原
は
逃

げ
な
い
、
卑ひ

き
ょ
う怯
で
は
な
い
と
見
る
。

  

流
用
と
は
何
か
。
あ
る
特
別
な
事
情
が
あ
り
、

目
的
外
の
と
こ
ろ
に
金
や
も
の
を
充
て
る
こ
と

を
い
う
。
今
回
の
復
興
予
算
の
流
用
に
は
、
こ
れ

を
言
い
立
て
る
理
由
は
な
い
。
あ
る
種
の
盗
用

で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
こ
の
金
は
復
興
を
迅

速
に
進
め
る
た
め
、
国
民
の
懐ふ

と
こ
ろ

を
痛
め
て
調
達
し

た
も
の
で
あ
り
、
被
災
地
の
復
興
事
業
に
用
い
る

べ
き
は
当
然
。
し
か
し
ど
う
い
う
わ
け
か
、
税
務

署
の
改
修
や
鉱
山
の
買
収
に
使
わ
れ
て
い
る
。

  

こ
れ
に
は
二
つ
の
問
題
が
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、

復
興
基
本
法
に
、
復
興
の
ほ
か
に
「
活
力
あ
る
日

本
再
生
」
に
も
使
用
で
き
る
と
し
た
こ
と
。
こ

れ
は
解
釈
次
第
で
、
何
に
で
も
使
え
る
打
ち
出
の

小
槌
に
な
る
。
堂
々
と
ぬ
け
道
が
用
意
さ
れ
て

い
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
風
が
吹
け
ば
桶
屋
が
も

う
か
る
式
の
、
乱
脈
な
使
い
方
を
戒
め
る
力
が
働

か
な
か
っ
た
こ
と
。
役
人
の
モ
ラ
ル
が
落
ち
、
行

政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
政
治
の
力
が
悲
し
い
ほ
ど

弱
っ
て
き
て
い
る
。

  

私
た
ち
は
、
大
惨
事
の
あ
っ
た
葉
ノ
木
平
か
ら
、

田
町
・
４
号
線
を
結
ぶ
道
路
の
拡
幅
を
復
興
予

算
で
要
求
し
た
。
国
会
議
員
に
も
、
復
興
庁
の
事

務
次
官
に
も
実
情
を
訴
え
た
。
し
か
し
通
ら
な

か
っ
た
。
命
の
道
が
ダ
メ
で
、
お
よ
そ
復
興
に
関

係
の
な
い
調
査
捕
鯨
が
よ
し
で
は
腹
の
虫
が
治

ま
ら
な
い
。
こ
れ
は
被
災
地
へ
の
背
信
行
為
と

し
か
映
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
石
原
慎
太
郎
の
よ
う

に
芥
子
の
き
い
た
人
が
脚
光
を
浴
び
る
。

  

そ
れ
に
し
て
も
石
原
慎
太
郎
は
終し

ま

い
ま
で
は
ね

  

今
回
の
行
動
を
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
と
評
す
る
人

も
い
る
。
で
き
そ
う
も
な
い
こ
と
に
挑
む
姿
が
、

滑こ
っ
け
い稽
で
狂
気
の
よ
う
に
映
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
大
事
は
狂
う
ほ
ど
の
熱
が
な
け
れ
ば
成

し
遂
げ
ら
れ
な
い
。
こ
う
い
う
時
代
に
は
「
あ
る

が
ま
ま
の
自
分
に
折
り
合
い
を
つ
け
る
の
で
は

な
く
、
あ
る
べ
き
姿
の
た
め
に
戦
う
」
ド
ン
キ
ホ

ー
テ
的
精
神
が
求
め
ら
れ
る
。
老ろ

う
こ
つ骨
の
騎
士
は
、

愛
馬
ロ
シ
ュ
ナ
ン
テ
や
従
者
サ
ン
チ
ョ
・
パ
ン

サ
の
よ
う
な
強
い
味
方
を
得
て
、
一
目
散
に
走
れ

る
か
。
最
後
の
戦
い
が
始
ま
っ
た
。

　

首
相
が
異
例
の
形
で
解
散
の
カ
ー
ド
を
切
っ

た
。
正
直
と
誠
実
で
売
る
自
分
が
、
卑
怯
者
・
ウ

ソ
つ
き
呼
ば
わ
り
さ
れ
た
の
を
嫌
が
っ
た
の
か
。

身
内
か
ら
引
き
ず
り
降
ろ
さ
れ
る
前
に
、
不
信
任

案
が
通
る
前
に
先
手
を
打
っ
た
の
か
。
解
散
を

口
に
し
た
瞬
間
の
顔
は
紅
潮
し
て
い
た
。
は
じ

め
て
、
政
治
家
野
田
の
底
か
ら
湧
き
お
こ
る
気
合

い
を
み
た
。

  

今
の
混
迷
は
政
策
の
ま
ず
さ
と
政
治
を
担
う
者

の
力
量
不
足
に
あ
り
、
与
党
も
野
党
も
同
等
の
責

任
を
負
っ
て
い
る
。
分
配
か
ら
負
担
の
時
代
を

迎
え
た
。
私
た
ち
は
、
相
応
の
痛
み
を
負
う
気
持

ち
は
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
な
に
よ
り
政
治

へ
の
信
頼
が
前
提
と
な
る
。
同
時
に
政
治
は
結

果
で
評
価
さ
れ
る
。「
い
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る

の
に
何
故
う
ま
く
い
か
な
い
」
と
嘆
い
て
も
仕

方
な
い
。
近
頃
の
国
会
議
員
は
、
目
か
ら
鼻
へ
抜

け
る
秀
才
型
が
多
い
。
知
見
は
十
分
備
え
て
い

る
が
実
行
力
に
欠
け
る
。

  

こ
れ
か
ら
歓
迎
さ
れ
な
い
制
度
を
つ
く
り
、
重

い
扉
を
あ
け
る
大
仕
事
が
待
っ
て
い
る
。
何
や

ら
面
白
そ
う
、
何
か
を
や
っ
て
く
れ
そ
う
な
人
に

国
政
に
出
て
き
て
も
ら
い
た
い
。
皆
で
重
い
荷

物
を
背
負
い
長
い
坂
を
登
っ
て
い
く
覚
悟
を
持

て
ば
、
必
ず
明
る
い
未
来
が
待
っ
て
い
る
。

要
介
護
認
定
者
の
障
害

者
控
除
・
医
療
費
控
除

「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣

事
業
」
に
よ
る
診
断
希
望
者

都
市
計
画
道
路
会
津
町
田
町

線
の
変
更
に
係
る
公
聴
会

平成25年 
　新春市民交歓会

  希望に満ちた新年を迎えるにあたり、
新春市民交歓会を開催します。
◦日　　時　１月４日㈮／午後４時から
　　　　　　（受付は午後３時30分から）
◦会　　場　鹿島ガーデンヴィラ
　　　　　　（北中川原）
※当日は、市役所本庁舎（午後３時30分
   発・商工会議所経由）、各庁舎（午後３                   
   時20分発）から会場までバスを運行し   
   ますので、ご利用ください。
◦会　　 費　2,000円
◦申込方法　会費を添えて、12月26日 
　　　　　　 ㈬までに、お申し込みくだ
　　　　　　 さい。なお、当日会場でも
　　　　　　 申し込みができます。
◦申し込み・問い合わせ先
　本庁舎秘書広報課☎㉒1111　内2371
　各庁舎総務課　表郷☎㉜2111　大信
　☎㊻2111　東☎㉞2111／白河商工会
　議所☎㉓3101／各商工会　表郷☎㉜
　3065　大信☎㊻2070　東☎㉞2779

広報白河　2012.12.1（H24）広報白河　2012.12.1（H24）


